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自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
力
を
発
揮

す
る
の
は
、
個
人
・
家
庭
で
の
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
の
『
自
助
』
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

風
水
害
や
土
砂
災
害
へ
の
備
え
を
す
る
こ
と

が
命
を
守
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
発

生
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
を
進
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
自
ら
情
報
を
収
集
し

て
、
自
分
が
と
る
べ
き
行
動
を
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
避
難
場
所
は
、
普
段
か
ら

し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ(

被
害
予
想
地
図)

と
は
、

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
予
測
し
、
そ
の
被

害
範
囲
を
地
図
化
し
た
も
の
で
す
。
自
分
の

住
ん
で
い
る
場
所
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
お

い
て
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

避
難
先
は
小
中
学
校
・
公
民
館
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
親
戚
・
知
人
宅
に
避

難
す
る
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

🄫
や
な
せ
た
か
し

自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に
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3 防災特集

警戒レベル４「避難指示」で必ず避難

　災害対策基本法の改正により、５月２０日から『避難準備・高

齢者等避難開始』は『高齢者等避難』に、『避難勧告』と『避難

指示(緊急)』は『避難指示』に変わりました。

　避難に時間のかかる高齢者や障害のある人は、警戒レベル３

『高齢者等避難』で危険な場所から避難しましょう。

警戒レベル４『避難指示』では、危険な場所から全員避難しま

しょう。

警戒レベル５『緊急安全確保』では、すでに安全な避難ができ

ず命が危険な状況です。発令を

待たずに避難をしてください。

※新型コロナウイルス感染症が気が

かりな状況でも、災害時には、危険

な場所にいる人は避難をしてください。

※マスク・消毒液・体温計の数が十

分でないことも考えられます。でき

るだけ持参してください。また、使

用後のマスクやティッシュペーパー

などのゴミを入れる袋も持参してく

ださい。

※発熱や風邪の症状がある場合など、

体調がすぐれない方は、各避難所の

別室で避難をしていただく場合があ

ります。

※１　市町村が災害の状況を確実に把握できるものではな

　　　い等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情

　　　報ではありません。

※２　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発

　　　令されることになります。

※３　警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普

　　　段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、

　　　危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

避難情報が新しくなりました！避難場所を決めておきましょう！

◀
昭
和
47
年
に
起
き
た
豪
雨
・
繁
藤
山
崩
れ

◀
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

警戒レベル 新たな避難情報等

これまでの避難情報等

５ 緊急安全確保※１

災害発生情報
(発生を確認したときに発令)

◆避難指示(緊急)

◆避難勧告

避難準備・

高齢者等避難開始

避難指示※２

高齢者等避難※３

大雨・洪水・高潮注意報

（気象庁）

大雨・洪水・高潮注意報

（気象庁）

早期注意情報

（気象庁）

早期注意情報

（気象庁）

４

３

２

１

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉
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土砂災害のおそれが

ある区域

浸水するおそれが

高い区域

凡例

◆水害　洪水浸水想定地域

自ら携行するもの
◆マスク　◆食料
◆消毒液　◆体温計
◆スリッパ　等

◆土砂災害

土砂災害警戒区域：
　土砂災害のおそれがある区域

土砂災害特別警戒区域：
　建造物に損壊が生じ、生命ま
たは身体に著しい危害が生じる
おそれがある区域

３・４階 ５ｍ～１０～１０ｍ未満ｍ未満

３ｍ～５～５ｍ未満ｍ未満

０．５ｍ～３～３ｍ未満ｍ未満

０．５ｍ未満ｍ未満

(３階床上浸水～４階軒下浸水)

(２階床上～軒下浸水)

(１階床上～軒下浸水)

(１階床下浸水)

２階

１階

１階床下

検索ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ 索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索

避難には４つの行動があります

市が指定した避難場所
への立ち退き避難

普段から災害時に
避難することを相
談しておきましょ
う。

安全な親戚・知人宅
への立ち退き避難

通常の宿泊料が必
要です。事前に予
約・確認しましょ
う。

安全なホテル・旅館
への立ち退き避難

ハザードマップで
『３つの条件』を
確認し、自宅にい
ても大丈夫かを確
認することが必要
です。

①家屋倒壊等氾
　濫想定区域に
　入っていない
（入っていると
　・・・）⇒

②浸水深より居
　室は高い

③水がひくまで
　我慢でき、水
　・食料などの
　備えが十分

屋内安全確保

公民館

小・中学校
 マスク
 ・消毒液
 ・体温計
 ・スリッ

親戚・知人宅

旅館

ホテル

※
　

で
確

旅館

ここなら安全！

『３つの条件』が確認できれば浸水の危険があって

も自宅に留まり安全を確保することも可能です

流速が早いため、木

造家屋は倒壊する

おそれがあります

地面が削られ家屋は

建物ごと崩壊する

おそれがあります

水、食料、薬等

の確保が困難に

なるほか、電気、

ガス、水道、ト

イレ等の使用ができなくなるおそれがあります


